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講義概要 リスク管理と災害防止に一層の管理技術、防災技術の進歩が望まれますが、併

せて過去に蓄積されてきた「安全技術の伝承」も重要です。全体のまとめとして防

災技術の将来方向が如何にあるべきかを論じることにします。 

目次 １．重大事故      ２．高圧ガス関係事故調査 

３．マニュアル     ４．教育             5.安全管理手法 

6．安全技術の伝承  7．まとめ 

化学工場での大きな事故が続発しています。これに JR 福知山線脱線事故や三菱自動車、雪印

食品の不祥事が続いています。社会的な新しい不祥事も起こっています。事故のたびに再発防

止が言われますが必ずしも良くなっていません。この原因と防止策について調査結果も含め議論

してみましょう。 

「現場のベテランが退職する。工場建設が少なくなりスタート・ストップの機会がほとんどない。現

場の合理化によりオペレータの数も減り、教育に時間を割けない。個々のマニュアルは精緻を極

めるが全体を統括できる指揮官が育っていない。」これらについてどう対応すべきでしょうか。 

トップが安全第一で経営を進める。愚直なまでに教育を、しかも実感できる教育を進める。そして

事故を少しでも軽減できるように努力し、やがて事故撲滅への道を開く必要があるでしょう。 
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